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事 業 報 告 書 

 

平成２ ３ 年４ 月１ 日から平成２ ４ 年３ 月３ １ 日まで 

 

 

   本年度は新財団への移行と 音楽振興部門の事業が開始され、 新体制の中で各事

業が滞り なく 行なわれるよう 基本的な事業に取り 組んで参り ました。  

研究助成事業は、 サウンド 技術振興部門に５ ４ 件の応募があり その中から １ ０

件、 また音楽振興部門は２ １ 件の応募があり その中から ６ 件に助成金を交付致し

ました。  

音楽普及支援等事業は、 本年度助成テーマから １ 件を選んでレクチャー・ コ  

 ンサート を開催いたしました。  

講演会等事業は、本年度助成テーマから １ 件を選んで講演会を開催致しました。 

機関誌｢サウンド ｣は、 第２ ７ 号を発刊し 、 本年度助成対象者から ５ 名の方々に

執筆を頂く と 共に、 今日までの助成研究テーマ等を掲載して広報に努めました。  

以下、 事業結果をご報告申し上げます。  

 

 

１ ． 研究助成事業 

1)平成２ ３ 年度研究助成 

平成２ ２ 年１ ２ 月よ り 平成２ ３ 年２ 月２ ６ 日までを期間と し 、 全国の国公立

大学、 私立大学等の試験研究機関及び過去の助成申請者等５ ５ ０ 件余へ機関誌

｢サウンド ｣第２ ６ 号と 助成案内を送付して募集活動を行なう と と もに、 音響学

会誌、 電子情報通信学会誌等及び財団ホームページを通じて広報に努めた。  

その結果サウンド 技術振興部門は２ ８ の大学等研究機関より ５ ４ 件にのぼる

応募を得て事前書類審査を踏まえ、 ５ 月１ ０ 日の審査委員会にて１ ０ 件を選定

した。 音楽振興部門は１ ７ の大学等研究機関より ２ １ 件にのぼる応募を得て事

前書類審査を踏まえ、 ５ 月１ １ 日の審査委員会にて６ 件を選定した。  

理事長にこれを報告し承認を得て、 平成２ ３ 年５ 月２ ３ 日東京ガーデンパレ

スにおいて助成金贈呈式を行なった。  
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助成金対象者は次の通り である。 （ 所属・ 役職は申請当時）  

 

【 サウンド 技術振興部門】  

( 1)  超音波浮揚を利用した精密異相分離技術の開発（ PULSの開発）  

名古屋大学 大学院 工学研究科 講師  出口 清一 

( 2)  周波数除去音楽を用いた耳鳴の治療 

自然科学研究機構 生理学研究所 特任准教授 岡本 秀彦 

( 3)  聴覚－視覚間プライ ミ ングに伴う 脳波変化を利用した視覚環境に調和し  

た音の検出システムの開発 

鹿児島大学 理工学研究科 教授 王   鋼 

( 4)  脳磁界計測を用いた最適サイン音に関する研究 

産業技術総合研究所 健康工学研究部門 研究員 添田 喜治 

( 5)  福祉工学への応用を目指したヒ ト の聴覚情報における共鳴現象の基礎的 

検討 

東京電機大学 理工学部 電子・ 機械工学系 助教 田中 慶太 

( 6)  微小ヘルムホルツ共鳴を利用したMEMSマイク ロフォン  

東京大学 大学院 情報理工学系研究科 

                   日学振興特別研究員 髙橋 英俊 

( 7)  グラスハープに関する研究 

国際基督教大学 人文科学科（ 音楽）  非常勤講師 田村 治美 

( 8)  藝術音楽の録音における音楽情報伝達に関する研究 

明星大学 理工学部 総合理工学科 教授 亀井 延明 

( 9)  乳幼児期の喃語における音声生成発達の過程： 日本語圏・ 英語圏の比較 

九州大学 芸術工学研究院 教授 中島 祥好 

( 10)  声帯振動の面から音声疲労と 健康な音声の維持に関する考察 

国際医療福祉大学 山王病院 講師 木村美和子 
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【 音楽振興部門】  

  ( 1)  アウト リ ーチ活動におけるインターアクティ ブ・ パフォーマンスの研究 

と 演奏実践 

国立音楽大学 ピアノ 講師 大類 朋美 

   ( 2)  フーゴー・ ヴォルフの書簡研究 - 音楽に対する考え方と 創作状況 

鹿児島大学 教育学部 准教授 梅林 郁子 

   ( 3)  ピアノ と ラ イブ・ コンピュータシステムの為の作品創作、 及びその初演 

ランカスター大学 芸術社会科学学部 現代アート 研究所 

                           准教授 莱  孝之 

   ( 4)  インタラ ク ティ ブ採譜方法による声明と ご詠歌の装飾音の研究 

日本大学 芸術学部 非常勤講師 ド ラ イヤー・ フベルト ス  

   ( 5)  アメ リ カおよびイギリ スの作曲家による芸術作品の研究と 演奏 

東京藝術大学 音楽学部 声楽科 非常勤講師 辻  由美 

   ( 6)  大澤壽人作曲作品録音プロジェク ト  

神戸女学院大学 音楽学部 非常勤講師 生島美紀子 

 

2)助成研究成果報告概要の配信 

  平成２ ２ 年度助成対象者からの助成研究結果報告をと り まと め、 財団ホーム

ページから配信した。  

 

3)平成２ ４ 年度研究助成募集活動 

平成２ ３ 年１ ２ 月よ り 平成２ ４ 年２ 月２ ９ 日を締切日と し国公立大学及び主

な私立大学のほか過去の助成申請者等に対して募集活動を実施した。  

 

 

２ ． 音楽普及支援等事業 

1)レクチャー・ コンサート 開催 

     名  称  第１ 回音楽普及支援等事業 

期  日  平成２ ３ 年１ ０ 月１ 日（ 土）  

  会  場  東京芸術大学 音楽学部 練習ホール館 第１ ホール 

参加者  約１００名 

  演  題 平成２ ３ 年度音楽振興部門研究助成対象より  

「アーロン・コープランド作曲「エミリー・ディキンソンの１２の詩」」 

～ アメリカ音楽の発展と共に ～ 

国立音楽大学・東京芸術大学講師 二期会会員 ソプラノ 佐竹(辻)  由美氏 

（助演）東京芸術大学 准教授 ピアノ  江口 玲氏 
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３ ． 講演会等事業 

1） 講演会開催 

     名  称  第２ ３ 回研究助成講演会 

後  援  浜松市、 浜松商工会議所 

期  日  平成２ ４ 年２ 月２ ３ 日（ 木）  

  会  場  株式会社河合楽器製作所本社１ ０ 号館２ Ｆ  第１ ～３ 研修室  

参加者  約９０名 

  演  題 平成２ ３ 年度サウンド 技術振興部門研究助成対象より  

「藝術音楽の録音における音楽情報伝達に関する研究」 

明星大学 理工学部 総合理工学科 機械工学系  教授  亀井延明氏 

（共同研究者） 

東海大学・昭和音楽大学・沖縄県立芸術大学・埼玉工業大学 

兼任講師  鈴木和秀氏 

（共同研究者） 

東海大学・開成学園            非常勤講師  上野大輔氏 

 

 

４ ． 情報の提供等事業 

平成２ ３ 年度研究助成対象者である自然科学研究機構 特任准教授 岡本秀

彦氏、 産業技術総合研究所 研究員 添田喜治氏、 九州大学院 教授 中島祥

好氏ほか 4 名、 ランカスター大学 准教授 菜孝之氏、 神戸女学院大学 非常

勤講師 生島美紀子氏から執筆を頂き、 機関誌｢サウンド ｣第２ ７ 号を編集し、

平成２ ４ 年１ 月に発行。 大学等関係機関、 図書館、 過去の助成申請者等７ ０ ０

件に配布した。  

 

 

５ .評議員会・ 理事会の開催 

1)第１ 回評議員会・ 第１ 回理事会 

  ( 1)期日及び場所 

      平成２ ３ 年５ 月２ ３ 日（ 月） 東京ガーデンパレス  

   ( 2)附議事項 

第１ 号議案  平成２ ２ 年度事業報告(案) ・ 収支計算(案)の承認に関する件 

第２ 号議案  平成２ ３ 年度収支予算の修正に関する件 

第３ 号議案  業務執行理事の選定に関する件 

第４ 号議案  監事の選任に関する件 

第５ 号議案  事務局長及び職員の選任に関する件 

第６ 号議案  参与の選定に関する件 

第７ 号議案  議事録署名人の選任に関する件 
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   ( 3)議事進行要約 

①第１ 号から第６ 号議案については、 事務局が逐条説明を行い、 評議員会・

理事会各々異議なく 全会一致で承認可決された。  

②第７ 号議案については、 議長が説明を行い、 評議員会・ 理事会各々異議な

く 全会一致で承認可決された。  

評議員会   花田 修治氏   村上陽一郎氏 

理事会     小野修一郎氏      鷲津 有一氏 

        なお、 この折り 平成２ ３ 年度研究助成金の贈呈式、 新財団発足式を併催 

した。  

 

2)第 2回理事会 

  ( 1)期日及び場所 

      平成２ ４ 年３ 月１ ９ 日（ 月） 東京ガーデンパレス  

   ( 2)附議事項 

第１ 号議案  平成２ ４ 年度事業計画(案)及び収支予算(案)に関する件 

第２ 号議案  議事録署名人の選任に関する件 

   ( 3)議事進行要約 

①第１ 号議案については、 事務局が逐条説明を行い異議なく 全会一致で可決

された。  

②第２ 号議案については、議長が説明を行い異議なく 全会一致で可決された。 

議事録署名人     鷲津 有一氏     河崎 哲男氏 

 

 

６ ． 庶務事項 

1)内閣府への提出書類 

( 1)公益目的財産額の確定に係る必要書類（ 公益目的財産額の算定と 公益目的支

出計画等）  

添付書類は下記の通り である。  

①時価の算定根拠を明らかにする資料 

②算定日（ 移行の登記の前日 平成２ ３ 年３ 月３ １ 日） における貸借対照 

 表及び付属明細書 

③第１ 回理事会議事録 

④第１ 回評議員会議事録 
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2)内閣府からの受領書類 

( 1)  平成２ ３ 年７ 月１ ２ 日付で｢公益目的財産額の確定について（ 通知） ｣書類を

受け取る。  

   

3)その他 

( 1)東日本大震災で被災された花田評議員へお見舞い金５ 万円を贈呈した。  

( 2)東日本大震災で被災した研究者、研究機関へ研究支援金として、東北３県の

研究助成応募者の中から岩手大学 西山 清教授、東北大学 谷内一彦教授、

東北大学 祖山 均教授へ各３０万円を贈呈した。 

( 3)寄附金と して、平成２ ４ 年２ 月１ ７ 日に株式会社木伏電気工業所より ２ 万円、

平成２ ４ 年１ 月１ ９ 日に武田高太郎氏より 3, 500円を受理した。  

 

 


